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第５次越谷市総合振興計画の
策定・越谷市都市計画マスター
プランの改定に伴う

市民懇談会
ニュース

＜第１回＞
令和元年（2019年）

7月13日(土)

[市民懇談会 開催スケジュール]

１ ７月13日(土) 13:30～16:00
「10年後に実現したい越谷の夢を

考える」
２ ８月４日(日) 13:30～16:00

「福祉、健康、子育てについて
考える」

３ ８月17日(土) 13:30～16:00
「都市計画､住宅環境､交通､公園

について考える」
４ ８月31日(土) 13:30～16:00

「環境、防災について考える」

５ ９月14日(土) 13:30～16:00
「産業振興、観光について考える」

６ ９月28日(土) 13:30～16:00
「教育、生涯学習について考える」

７ 10月12日(土) 13:30～16:00
「参加と協働による取組みに

ついて考える」

第１回 市民懇談会を

開催しました！

越谷市では「第５次総合振興計画」の策定と

「越谷市都市計画マスタープラン」の改定を、

令和元年度の今年から２か年をかけて行います。

これらの策定にあたり、市民の皆さんにまちづ

くりについて考えていただく市民懇談会を、全

７回予定しています。第１回となる今回は、「み

んなで考える10年後の越谷市 10年後に実現した

い越谷市の夢を考える」をテーマに、25名の市

民の皆さんで話し合いました。

最初に、越谷市の概要とまちづくりについて

市から説明しました。その後、５つのグループ

ごとに『私の越谷人生年表』を作りながら自己

紹介をしていただきました（P2～4）。そして10

年後の越谷を思い描き、まちで実現したいこと

を出し合い、３つのキーワードを考えていただ

きました（P5～7）。最後に、全体の場でグルー

プ討議の内容を発表していただき、感想カード

を書いて（p7～8）第１回目のワークショップを

終了しました。

感想カードにあるように、地域も年代も異な

る市民同士が話し合えて良かったという多くの

方からの声を頂きました。これから５回に渡り、

分野ごとに話し合いを深めていく予定です。今

からでも間に合いますので、たくさんの市民の

皆様のご参加をお待ちしています。

＜第１回プログラム＞

ステップ１：はじめに

ステップ２：自己紹介

『私の越谷人生年表づくり』

ステップ３：10年後の越谷『未来年表づくり』

ステップ４：こんな越谷市になったらいいネ！

『キーワード探し』

ステップ５：越谷市の未来を共有しよう！

『キーワード発表』

ステップ６：まとめ

【第１回市民懇談会ニュース】
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自己紹介『私の越谷人生年表づくり』
越谷市にいつからかかわり始めたのか、記憶に残る身近なまちの変化をそれぞれポストイットに書き

出し、グループで紹介していただきました。

【第１回市民懇談会ニュース】

年 ❤はかかわり始めた年 〇は身近なまちの変化 ［ ］はグループ番号

1945
(S20)

1955
（S30）

1965
(S40)

1975
(S50)

1985
(S60)

❤生まれた時から（72歳）。
300年の歴史。今340,000人。
１．生まれた時の人口25,000人
２．村→市に変わった（小６）
３．濃い近所づきあい（今、希薄）
４．都市化
５．福祉充実、住みやすい

❤1963.越谷生。10年くらい都内暮らし。
2003（H15）越谷戻。

❤生まれも育ちも越谷

❤Ｓ42 引越、S44 結婚。S45 長女、
Ｓ47 長男、S50 二女。

❤Ｓ46年 結婚後、住民になる

❤S48 生まれは越谷。
就職してから仕事場として。

❤昭和50年から居住

❤30才頃、子ども３人の成長と共に川崎から
武里団地へ。40才で川遊びをしたくて葛西
用水近くへ転居。

❤S52 出生後12月、越谷市へ

❤Ｓ57．大袋生まれ
❤1983年３月３日
❤昭和58年2月に転入（新築）。子ども会活動
をきっかけに、様々な活動をしてきた。

❤昭和S59年～
❤S59より越谷市に住む
❤S59 第1子誕生から越谷に住む

❤２歳の時に越谷へ。
1998年まで大里に。2017年まで西方。
2018年瓦曽根在住。

❤札幌→越谷。1987年～32年在住。

【S33】〇村から市になった［２］

【S35】〇元荒川･用水の排水整備。洪水防ぐ。［２］
〇S35 平和橋が出来た！［２］

【S40】〇 図書館が出来た［２］

【S42】〇国体［２］

【S44】〇旧市役所が完成［２］

【S48】〇武蔵野線が通った［２］
〇武蔵野線南越谷駅［５］
〇南越谷駅。第一子出産（就職）［４］
○市内に飲食店が増えた［１］

【S49】〇東武線高架化、新越谷駅［５］

【S50】〇春日部市から転居。歴史資料館がない。
友人に越谷を紹介できなかった。武里→
せんげん台→東越谷。［５］
〇市役所前の火災用水でのカヌー・カヤッ
ク・水上フェスと花火大会→市長とあそ
んだ→仲間ができた。［５］

【S51】〇市立病院［３］
〇市立病院開業。第2子身ごもる。［４］

【S54】〇しらこばと水上公園。それ迄は上尾迄､
子どもを連れて行っていたが、地元に出
来たので大喜び。［１］

〇サンシティコミセンオープン［５］

【S55】○大黒屋が店を閉めた。S55頃？［２］

【S57】〇越谷駅、日比谷線高架になった。［２］

【S61】〇チェルノブイリ原発事故［１］

【S62】〇児童館コスモス開館［３］
〇総合体育館運動観覧と参加［４］

【S63】○自治会長に(単年度制に付１年間）［１］
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【第１回市民懇談会ニュース】

1989
(H1)

1995
(H7)

2000
(H12)

2005
(H17)

【H1】〇教員になる［４］

【H2】〇せんげん台､下水道の整備。1990年頃?［２］
〇中学校にプールができた［２］
〇都心（恵比寿）までの通勤ライフ。定年後に
地元の方とのふれあい。路地あそび。［５］

〇バス路線の開設［５］

【H3】〇ディズニーランド内、橋梁の構造設計［１］
〇ソフトボールチーム［１］

【H4】〇福祉会館が壊され中央市民会館が出来た［２］
〇中央市民会館の完成［５］
〇中央市民会館→友人がどこの海外国かと聞か
れた程。［５］

〇H4 東越谷に転居［３］

【H5】〇現天皇、皇后様が越谷へ［１］
〇ひいばあちゃんを旧火葬場で荼毘に付す［４］

【H6】〇高架になり、踏切が減少した［１］
〇越谷駅、日比谷線高架になった。［２］
〇越谷駅～新越谷駅の高架化。H6頃？［５］
〇平成３～６年まで福岡に主人の転勤で行って
いた。帰ってきたらせんげん台の東口の道路
が整備され、元の道がわからないほどに。［３］

〇中学校に大袋から上板橋まで通う［４］

【H7】〇市内で引越［１］
〇市政モニターＯＢ会入会［３］

【H8】○野球の福留選手､井口選手が越谷へ［１］

【H9】〇新越谷駅に急行が停まるようになった［３］
〇H9～H19 東越谷小学校ＰＴＡ役員（本部、子
ども会）［３］

〇鉄道複々線化［５］

【H10】〇新越谷駅改装。キレイになった。駅ビルが出
来た。［３］

〇1998年、越谷市に再度転入。当時は高校生。
高校は都内のため、武蔵野線と京浜東北線を
使って通学。［３］

〇北越谷から南が高架になる［４］

【H12】〇越谷で就職したこと(H12～)［１］
〇北越谷駅前再開発。2000年。［２］
〇H12.13。越谷市の市民活動に関わる。生涯学
習推進委員。［４］

【H14】〇２度目の自治会長に［１］

【H15】〇半蔵門線が直通になった［１］
〇半蔵門線の東武線乗り入れ開始!!［３］
〇駅の改札が自動化［１］
〇コミ協参加。同時にボランティア活動開始。

［１］
【H16】〇2004年、住宅を購入［１］

〇2004年、新越谷駅～体育館、バス［２］

【H17】〇2005年頃、水路で遊んだり畔で沢山遊んだ。
〇北越谷駅改修。町並みがキレイに。2005年頃。

［５］
【H18】〇市内で引越［１］

〇市民活動つなげる会越谷を立ち上げる［４］

【H19】〇城ノ上小と分裂［４］

❤平成元年から、結婚を機に
❤H1.生まれる

❤1991年 引越

❤1992年頃越谷市に転住（南越谷小に
在籍）。1995年頃転出。

❤H8.越谷育ち

❤平成9年(1997年)越谷市で産まれる
❤22年前に福岡市から越谷に転居

❤1999年５月25日結婚。杉戸→

❤平成16年(2004年)大学入学
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【第１回市民懇談会ニュース】

2010
(H22)

2015
(H27)

2019
(H31)
(R1)

【H20】〇越谷レイクタウン誕生［１］［２］［４］［５］
・街が活性化した［１］
・買い物をした［１］
・知り合いが楽しむ場所ができた。［４］
・ひとの流入が増えた。［５］

〇自治基本条例委員［１］
〇地区コミ協が発足した。［３］
〇清酒「越ヶ谷宿」の販売［５］

【H21】〇越谷市自治基本条例が施行された［３］
〇川口市役所まで大袋から通う［４］

【H22】〇転職。個人事業。［１］
〇岡山より越谷市に再々々々転入。夫と子１人と共に
（当時３歳）。［３］

〇レイクタウンディンギーパークのヘルプ［５］
〇2010年頃、出羽地区宅地化が進み始め、近所の田畑
が目に見えて減り始める。［５］

【H23】〇東日本大震災［１］［２］/市役所にて震災［１］

【H24】〇越谷ツインシティオープン［２］[４]［５］
・噴水が…。［４］
・市民団体として支援センター加入。［４］
・越谷市市民活動支援センター設置の要望成る。

［４］
【H25】〇竜巻が住民を直撃［１］［２］

〇知人・友人が県外から越してくる［１］
〇大袋駅がキレイになる［４］

【H26】〇近所の本屋（すばる書店）がなくなる［１］

【H27】〇2015年、近くのおいしい鳥そば屋移転［１］
〇梶田隆章氏、ノーベル賞受賞［１］
〇越谷レイクタウンにてマンションを購入。子２人。
小３ 明正小、年中 さなえ幼稚園。［３］

〇越谷レイクタウン駅近くに続々とマンション（アパ
ート）が建設されました［４］

〇台風被害［５］
〇2015年頃、越谷駅行きのバスが極端に減る。［５］
〇中核市移行。県からの権限委譲により幅広い対応が
可能となる。［５］

〇老人福祉センターひのき荘の開設。高齢者施設の充
実。［５］

【H28】〇ある日突然、せんげん台～くすのき荘のバスが開通
した［３］

〇H28就職［４］

【H29】〇選挙応援に参加する［１］
〇産業道路。2017年3月26日。［２］
〇2017年､頃近所にマルシェができた！JA越谷。［５］
〇H29.9.2 越谷竜巻被害［５］

【H30】〇市内の起業セミナー参加［１］
〇東越谷土地区画整理事業が完了。住所変更が大変…。

［３］
〇県道115号線西方開通（中央圧延閉鎖）［５］

【H31】〇本庁舎着工［２］
〇現在、外で遊ぶ子どもの姿が少なくなったような気
がする［３］

❤2011年５月

❤2014年に結婚を期に、草加市から
引っ越してきました。1986年生ま
れ。妻は蒲生の生まれです。現在
はレイクタウンに住んでいます。

❤仕事。2018年～
都市イメージ向上事業（観光課）
"素"小説

❤平成30年３月から転入
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【第１回市民懇談会ニュース】

『10年後の越谷未来年表づくり』と『キーワード探し』
グループごとに10年後の人口を設定した後、これから10年の間に身近なまちで実現したいことをそれ

ぞれ出し合いました。それらを見ながら、10年後の越谷市は「○○なまちになったらいいネ！」を３

つのキーワードにまとめていただきました。

（具体的なご意見）

・退職後、家庭に閉じこもっていないで、ボラン

ティア活動等の社会活動を行っている人の増

・小中学生向けプログラミング塾の充実

・職住接近

・災害に市民全員で対応できるまち

・川の周りに花のある街。桜。

・健康寿命が長いまち

・安全にウォーキングができる(回遊できること)

・エネルギーの地産地消

・シニア世代の育児に優しい街

・子どもがたくましく生きるようにできるまち

・季節毎に市内で多くのイベント活性化

・市内の移動しやすく

・隅々迄、通いの場が行き届いている

・道路、駐車場整備、完備

・市民が当事者意識をもつ町

・地場産業の自立 ・起業家の集まる場所

・くわい、太郎米もち、かも、ねぎの街

１グループ

■キーワード

◎災害に強い街｡市民全員で対応出来る街作り。

◎産・官・学連携による産業の活性化

◎健康で安心して暮らせる町

■目標人口

40万人

（具体的なご意見）

・北越谷以北の車道の地下化、高架化。踏切をな

くす。

・歩いて買い物に行けるようなコンパクトなまち

づくり

・コンパクトシティ化

・駅周辺に人口がまとまる

・私立中小学校、中学校の誘致

・外国人を受け入れる体制整備

・ひとり暮らしも胸をはって生きられる越谷市

・孤独死を防ぐ町

・都市交通がＡＩを利用し、張り巡らされる

・歴史ある街づくり

・新しい街：レイク、古い町：越ヶ谷宿

・定住者が多くなる

２グループ

■キーワード

◎住みやすいコンパクトシティ

◎多様化を受け入れるダイバー・シティ

◎新旧のバランスのとれた街

■目標人口 33～34万人/

現状維持/35万人

＜発表から＞

◆10年後の人口は40万人

現実的な数字というよりは希望として、越谷を

より明るくしていきましょうということで出した。

◆災害に強い街

近年、竜巻や水害の被害が出ているので、市民

全員で対応出来る街にしていきたい。

◆産・官・学連携による産業の活性化

都内で働く方が多いと思うが、育児、観光も含

めて越谷の中で活性化させたい。

◆健康で安心して暮らせる町

少子高齢化の中、いかに

健康で長くいられるかが

ポイント。越谷には散歩

できるところが少ない。

散歩コースを含めた公共交

通網の面を強化したい。

＜発表から＞

◆10年後の人口は33～35万人

33～35万人程度で越谷市の人口は推移するので

はないか。

◆住みやすいコンパクトシティ

キーワードはモビリティ。あちこちに重要拠点

があるのではなく、なるべくコンパクトなものを

作り上げたら良い。

◆新旧のバランスのとれた街

10年先には高齢者が25％以上になる可能性があ

る一方、レイクタウンを中心に若い世代がどんど

ん住み着いている。新旧の住人、商業、経済部門

においてもバランスのとれた町になれば良い。

◆多様化を受け入れるダイバー・シティ

最近、外国人が増えている。

多くの外国人が住みや

すい体制を作り、受け

入れる。また一人暮ら

しを特別視せず、多様

な人を受け入れられる

越谷にしていきたい。
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（具体的なご意見）

・第３子を産んだら特典が欲しい

・老いてくる親の近くに転入してきた場合、税金

を安くする

・公共交通の充実。コミュニティバスの運用。

・バス路線の拡充。バス会社に頼らず、市の予算

をたてる。

・公共交通機関（バス、電車（地下鉄）新駅）を

充実させて欲しい！

・アジア圏を中心とした外国人の転入者やインバ

ウンド需要を増やしたい

・歴史的文化財の保存をする博物館を作る

・トライアスロン開催を目指して、レイクの水を

きれいにする。

３グループ

■キーワード

◎教養のある街!!

（美術館・博物館など作ろう!!）

◎いつでもどこにでも行けるバス!!

（例：草加市、小平市）

◎色々な情報を発信しよう!!

■目標人口

40万人

（具体的なご意見）

・美術館、博物館ができると良い

・都内６大学のサテライト校の設置

・越谷レイクタウン地区に公共施設(図書館等)を

・社会保険料（健康保険など）等を安く

・子育て世代が子育てしやすい整備環境。待機児

童ゼロ等。

・子育てがしやすい街。居場所、相談。

・在宅医療、福祉拡大、発展。

・誰もが安心して住める街（居場所を含む）

・市民が楽しめる街づくり（公園の利用方法）

・野菜を育てる場所を増やして、野菜の街になっ

て欲しい

・越谷アルファーズがＢ１優勝してどんちゃん騒

ぎして欲しい

・こしがや産直のものを中心に扱うデパートの様

な大型店。農業、若者。

・ガーヤちゃん、ゆるキャラグランプリ１位。

・市内で遊べる

・店舗が集約される

・大袋とせんげん台も高架になってほしい

・レイクタウンと他の観光地を結ぶシャトルバス

開通

・どこにでもつながるバス路線が欲しい

４グループ

■キーワード

◎野菜(育てる､販売)・川・公園

利用率100％のまち

◎市内で大人になるまで学べる教育環境

◎市内を網羅する交通手段

■目標人口

36万人

＜発表から＞

◆10年後の人口は40万人

恐らく現状より人口は減ると思うが逆に40万人

という目標を掲げて勢いよく人口を増やしたい。

そのためには何が必要かを市民目線で、何が欲し

いかということから考えた。

◆色々な情報を発信しよう

既にいろんな形で情報は出ているがやはり足り

ない。もっといろんな情報を、どんな時にでも得

ることができるようにして、「あ、今日はここでお

祭りがあるから行こう」ということができるよう

にしたい。

◆いつでもどこにでも行けるバス

バスと言うと大型バスをイメージするが、小さ

めのライトバンのような小型車も含めてバスと考

えて、いつでもどこにでも行ける交通手段を確保

したい。ガーヤちゃんのラッピングをし可愛く目

立たせたい。

◆教養のある街

越谷市には美術館や博物館､資料館がない。もっ

と教養豊かな、越谷にマダム

達が集まるような感じ

で進めていくのも良い

と考えた。

＜発表から＞

◆10年後の人口は36万人

願望で36万人。

◆野菜(育てる､販売)･川･公園 利用率100％のまち

野菜には育てる、買う、売るというのも入る。

川や公園の利用率100％のまちにして、市民が楽し

めて外からも来る町にしたい。

◆市内で大人になるまで学べる教育環境

市内に大学を作ることも含めて、いろいろな異

年齢が学べる場所。

◆市内を網羅する交通手段

目的地に行くだけで

切れてしまうバス路線

が多く、施設と施設が

上手くつながらない。

小型の巡回バスや、自

転車道の整備をする。

【第１回市民懇談会ニュース】
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～ 産 業 ～

・地元産業と自然、伝統、文化の調和
・海外を含む企業、産業の誘致

・大企業等の誘致
・県東南部の中心核として南越谷再整備開発

５
グループ

・歴史資料館。場所は御殿跡。

・主体性向上、自治力ＵＰ

・近隣地域との合併。松伏､三郷､他。中核都市の増強。
・スーパー、ベッドタウン化

・コミュニティの多様化

■目標人口

40万人

■キーワード

◎目指せ！県南東部の中心核 ヒト･モノ･カネが動くまち
～Global Life KOSHIGAYA～

◎あなたの声が活きるまち

◎地域資源を活かしたまち～ふらっとこしがや～

・公共交通網
・ライフスタイルの多様性

・子どもからお年寄りまで安心して暮らせるまち。
医療の充実、各種支援の充実、バリアフリー。

・子育てしやすい。３世代共存、共栄。 ・保育園

・宿場通りの一方通行化､電信柱の地中化､観光推進。

～くらし～

・地産地消推進

・安易な宅地化×（生産緑地地区など）

・越谷らしいまち→農と水利を組み合わせた街区構成
・河川以外の水利（水路）の活用

・河川、緑の保全。開発が進む中でも緑を保全して
いく。都市公園整備。農地活用。 ・調整区域

～ 自 然～
（
具
体
的
な
ご
意
見
）

◆地域資源を活かしたまち

資源活用に加えて、水害対策のグリーン

インフラ技術を導入できたら良い。

◆あなたの声が活きるまち

町の不具合箇所を写真に撮り、行政に連

絡が出来るアプリ等があれば、もっと地域

の自治力も上がるのではないか。

＜発表から＞

◆ヒト･モノ･カネが動くまち

人間活動をしていく上で産業という部分が欠かせない。

市外に働きに行くのではなく越谷で暮らしが完結できれば、

時間が出来、人々の生活も豊かになるのではないか。

◆ちょっと良いこと

この３つのキーワードの中に、市民一人一人がコミット

できる「ちょっと良いこと」が加えられたら良い。

【第１回市民懇談会ニュース】

「感想カード」
今日、参加して感じたことなど、自由に感想カードに記入していただきました。

様々な世代の参加があり良かった

○いろいろな世代の方と、大きな夢から細かく身

近な希望まで、多様な事をワークショップ形式

でわいわい意見を出し合えてよかったと思いま

す。越谷市に長く住んでおられる方々と、元気

な希望のある夢と歴史ある越谷の話をきけてよ

かったです。

○自分が住んでいる地区とは別の地区・年齢層の

方と越谷について話せて、新鮮な感じがしまし

た。市内のバスルートの縮小は５月の市議選で

も注目されていたので、今後どうなっていくか

みるようにしようと思いました。他の市民懇談

会や若者まちづくり懇談会にも参加していきた

いと思います。ありがとうございました。

○新しい出会いが出来てよかった。旧越ヶ谷の発

展に貢献出来たらと思いました。

○今までお会いした事のない市民の方とお会いで

きて、良い刺激となりました。又、頭の中の整

理ができたり気づきがありました。土曜で参加

できる時は参加致します。

○親の代から越谷に住んでいる方、仕事で移住さ

れた方など、様々な方の意見を聞くことができ、

勉強になりました。

○６人のグループでしたが、地域が違っていたの

で街のあり方等、話し合うのに何がたりなくて

何が必要かが、話しているうちに見えて来まし

た。有りがとうございました。

○いろいろな意見があり勉強になった。

○参加させて頂き、ありがとうございます。

○若い人の参加が多いので、将来の越谷に期待で

きそうで嬉しい。

○若い人の参加があり、頼もしく感じました。
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【第１回市民懇談会ニュース】

○総合振興計画の策定に役立てればと思い参加し

ました。いろいろな意見が聞けて大変参考にな

りました。交通網の充実、美術館、資料館の設

置は是非叶えたいものです。

○春日部市から越谷へ30年。子供にも高齢者にも

やさしいフラットな街、そして河川とたんぼの

あるネイチャータウン、大好きです。今日は将

来の地元をたくさんの提案にふれ、これからも

楽しく生活できることにうれしく思いました。

新舎の市役所完成時を想像した話し合いも楽し

いかも！

○子供を生み、育てたくなる街。

○産まれも育ちも越谷で、以前より越谷をより良

くしたいと感じていました。その中で、本日の

市民懇談会が行われた事は大変貴重でうれしく

思いました。世の中、人口が減っていくと言わ

れていますが、皆の力で人口が増える街作りに

協力していきたいと思います。これからも宜し

くお願い致します。

○子育てしやすい、３世代が楽しくくらせるまち。

東京圏のはしで、職住近接のできるまちを実現

したいですネ。わりと産業、文化、自然にも関

心が高いと思いました。バスなど、公共交通も

強調されていて、新鮮でした。

○不便地域の交通アクセス、災害に強いまちづく

り、多様性を認める、などはどのグループにも

共通した認識であると改めて分かった。従来、

役所が担ってきた施設、設備の維持管理やまち

イベントなどを、民間でも利益が出せる事業と

していける流れをつくっていきたい。

○市の活動自体に参加するのが今回がはじめて

で、何も分からないまま参加させていただいた

のですが、想像とは違いとても楽しくざっくば

らんにお話することができ、とても良い時間で

した。次回が待ちどおしいです！人数（グルー

プ）もちょうどよいくらいで、楽しくワクワク

するような議論ができ、これからの越谷の未来

が楽しみになりました!!本日は参加させていた

だき、託児も利用させていただき、ありがとう

ございました。

○第一回、初対面の方との話し合いにもかかわら

ず、なごやかな時間となりました。同じ想いを

持っている市民の方がたくさん居ることが嬉し

くなりました。今後も楽しみです。

○とても楽しいワークショップでした。10年先は

つかみどころがない考えでしたが、グループで

話していると具体化するものと、うれしく思い

ました。又、続けて参加したいと思います。私

の今回のKeyWordはモビリティ（移動）です。

交通網、経済面でもモビリティが大切です。

○まちらしさという言葉の「らしさ」という部分

を、マスタープランから実際に実現させていく

為に向き合う市民の皆様と同席する機会を頂

き、ありがとうございました。まちに対する市

民の意識が向上する場づくりのスタートになれ

ば嬉しいです。10年後だけでなく、10年、30年

～50年後まで見据えた会にしたいです。

○10年後の越谷市を想定しながら、かつ、こうあ

って欲しいとの希望も含めて話し合ったこと

で、皆様かなり共通した認識を持っておられる

ことがわかりました。３つのテーマに絞るのが

難しかったと思います。なお、このような会を

設けていただきました事、素晴らしい事だと思

っております。

ワークショップについて

より良い越谷にしていきたい 今後も参加したい

○10年先の設定はどうしても現状からの改善型の

議論になると思います。足下や既存のレガシー

を確認する意味で有意義でした。皆さん前向き

の方が多く、活発な議論、会話ができ満足です。

一方、20～30年のユートピアの世界での会話の

場もあれば、もっと楽しい場になりそうです。

○市民の当事者意識をどの様にして作り出してい

くのか。まず市民同士の話し合いが前提となる

と同時に、現状認識の共有化が必要となること

を強く感じました。
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